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(54)【発明の名称】 有機ＥＬディスプレイの防湿構造

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬディスプレイにおいて、有機ＥＬ素
子を損傷させることなく防湿性を確保する。
【解決手段】  有機ＥＬディスプレイ１１は、ガラス基
板１２と有機ＥＬ膜１３と封止部材１４とを備える。封
止部材１４は、封止基板１８と、封止枠１９とを備え、
封止枠１９の内側の環状側壁１９ａと、封止基板１８の
下面１８ａとによって凹部２１が形成されている。凹部
２１の表面２１ａの全体には、速乾性の防湿コーティン
グ材が塗布されることにより、フッ素系樹脂による防湿
性の被膜２２が形成されている。被膜２２には、酸化バ
リウムからなる乾燥剤が分散固定されている。封止部材
１４は凹部２１内に形成された空間２３に有機ＥＬ膜１
３が内包されるようにしてガラス基板１２に対して接着
される。空間２３に浸入しようとする水分は被膜２２に
より遮断される。また、空間２３内に水分が浸入した場
合は、被膜２２の乾燥剤により吸収される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  透明基板上に形成された有機ＥＬ素子を
内包するように、封止部材を前記透明基板に対して取着
した有機ＥＬディスプレイの防湿構造において、
前記封止部材に、防湿コーティング材によって形成され
る防湿性の被膜を設けたことを特徴とする有機ＥＬディ
スプレイの防湿構造。
【請求項２】  請求項１に記載の有機ＥＬディスプレイ
の防湿構造において、
前記封止部材に形成された前記被膜は、合成樹脂に乾燥
剤が分散固定されていることを特徴とする有機ＥＬディ
スプレイの防湿構造。
【請求項３】  請求項１又は２に記載の有機ＥＬディス
プレイの防湿構造において、
前記封止部材は、ガラス基板又は樹脂フィルムからなる
封止基板と環状側壁とを備え、前記封止基板と前記環状
側壁とで前記有機ＥＬ素子を内包する空間を形成したこ
とを特徴とする有機ＥＬディスプレイの防湿構造。
【請求項４】  請求項１～３のいずれか１つに記載の有
機ＥＬディスプレイの防湿構造において、
前記防湿コーティング材の被膜は、前記封止部材の内側
面に形成したことを特徴とする有機ＥＬディスプレイの
防湿構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は有機ＥＬディスプレ
イに係り、詳しくは有機ＥＬディスプレイの防湿構造に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬディスプレイは、液晶ディスプ
レイの次にくるディスプレイとして注目されている。有
機ＥＬディスプレイは、高視野性、低消費電力、応答性
等で液晶ディスプレイに較べて優れている。さらに、有
機ＥＬ素子は、ガラス基板又はプラスチックフィルム基
板上に形成された超薄膜の積層構造で構成されているこ
とから、液晶ディスプレイに較べて遥かに薄くその点で
も優れている。
【０００３】ところで、有機ＥＬ素子は水分に極めて弱
い素子であって、有機ＥＬディスプレイには有機ＥＬ素
子に対してしっかりとした防湿構造が施されている。図
４に示すように、ガラス基板３１に形成した有機ＥＬ素
子３２ａの集合体である有機ＥＬ膜３２を、封止部材３
３にてカバーすることによって防湿性を保障している。
【０００４】封止部材３３はガラス又は樹脂フィルムよ
る封止基板３４に樹脂製の封止枠３５を設けて形成され
ている。そして、封止枠３５内に形成された空間３６に
前記有機ＥＬ膜３２を内包するように、封止部材３３を
前記ガラス基板３１に接着させ、直接水分が触れること
を防止している。
【０００５】さらに、封止部材３３を前記ガラス基板３
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１に接着固定させる際、前記空間３６内を自由に移動で
きるように、酸化バリウムや酸化カルシウム等の粉体か
らなる乾燥剤を充填させている。そして、乾燥剤は、封
止基板３４及び封止枠３５を透過して、もしくは、封止
基板３４と封止枠３５との界面を通って、前記空間３６
内に浸入する水分を吸着させるようになっており、有機
ＥＬ膜３２を水分から保護している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、乾燥剤
は粉体であって、空間３６内を自由に移動できるように
充填させていることから、粉体からなる乾燥剤が有機Ｅ
Ｌ素子３２ａの最上層の陰極に直接触れるようになって
いる。その結果、陰極が損傷されるという問題があっ
た。
【０００７】本発明は、上記問題点を解消するためにな
されたものであって、その目的は有機ＥＬ素子を損傷さ
せることなく防湿性を確保することができる有機ＥＬデ
ィスプレイの防湿構造を提供するにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記問題点を解決するた
めに、請求項１に記載の発明は、透明基板上に形成され
た有機ＥＬ素子を内包するように、封止部材を前記透明
基板に対して取着した有機ＥＬディスプレイの防湿構造
において、前記封止部材に、防湿コーティング材によっ
て形成される防湿性の被膜を設けたことを要旨とする。
【０００９】請求項２に記載の発明は、請求項１に記載
の有機ＥＬディスプレイの防湿構造において、前記封止
部材に形成された前記被膜は、合成樹脂に乾燥剤が分散
固定されていることを要旨とする。
【００１０】請求項３に記載の発明は、請求項１又２に
記載の有機ＥＬディスプレイの防湿構造において、前記
封止部材は、ガラス基板又は樹脂フィルムからなる封止
基板と環状側壁とを備え、前記封止基板と前記環状側壁
とで前記有機ＥＬ素子を内包する空間を形成したことを
要旨とする。
【００１１】請求項４に記載の発明は、請求項１～３の
いずれか１つに記載の有機ＥＬディスプレイの防湿構造
において、前記防湿コーティング材の被膜は、前記封止
部材の内側面に形成したことを要旨とする。
【００１２】（作用）請求項１に記載の発明によれば、
有機ＥＬディスプレイの封止部材に、防湿コーティング
材の塗布により形成される、防湿性の被膜を設けるよう
にした。
【００１３】従って、防湿性の被膜がシールの役割を果
たし、封止部材自体を透過しようとする水分や、封止部
材と透明基板との界面等から浸入しようとする水分を遮
断することができ、有機ＥＬ素子の防湿性を高めること
ができる。そして、被膜は、封止部材に固定されてお
り、有機ＥＬ素子に対して直接触れないようにすること
ができ、有機ＥＬ素子の陰極等を損傷するようなことが
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ない。
【００１４】請求項２に記載の発明によれば、有機ＥＬ
ディスプレイの封止部材に形成された被膜は、合成樹脂
に乾燥剤を分散固定することにより形成されるようにし
た。従って、防湿性の被膜がシールの役割を果たすとと
もに、被膜に固定された乾燥剤が、封止部材自体を透過
した水分や封止部材と透明基板との界面から浸入する水
分を吸湿することができ、有機ＥＬディスプレイの内部
の有機ＥＬ素子の防湿性を高めることができる。さら
に、乾燥剤は、被膜に固定されているので、有機ＥＬ素
子に対して直接触れないようにすることができ、有機Ｅ
Ｌ素子の陰極等を損傷するようなことがない。
【００１５】請求項３に記載の発明によれば、封止部材
を、封止基板と環状側壁とを備えるようにし、封止基板
と環状側壁とで有機ＥＬ素子を内包する空間を形成する
ようにした。
【００１６】従って、有機ＥＬ素子は、封止基板と環状
側壁とによって形成される空間内に封止することがで
き、この空間内の防湿性を高めることにより、有機ＥＬ
素子の防湿性を向上させることができる。
【００１７】請求項４に記載の発明によれば、前記封止
部材の内側面に被膜を形成するようにした。従って、封
止部材を透過しようとしたり、封止部材と透明基板との
界面から浸入しようとしたりする水分を、封止部材の内
側面において、遮断することができるようになる。その
結果、有機ＥＬ素子の防湿性を高めることができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、本発明を具体化した一実施
形態を図１～図３に従って説明する。図１及び図２は、
本実施形態の有機ＥＬディスプレイ（以下、ディスプレ
イという）１１の縦断面図及び平断面図であり、図３
は、同じく、有機ＥＬ素子１３ａの概念図である。
【００１９】図１に示すように、有機ＥＬディスプレイ
１１は、下側から順に、透明基板としてのガラス基板１
２と、有機ＥＬ膜１３と、封止部材１４とを備える。前
記有機ＥＬ膜１３は、ホール輸送層、発光層、電子輸送
層からなる有機ＥＬ層を挟んで、陽極と陰極とが互いに
直交するように配設されることにより形成されている。
そして、その陽極と陰極とが交差した部分が、１つの画
素を構成する有機ＥＬ素子１３ａを形成する。従って、
有機ＥＬ膜１３よりなる表示エリアには、多数の陽極と
陰極とで、多数の画素を構成する有機ＥＬ素子１３ａが
マトリックス状に配置されている。
【００２０】図３には、１画素の有機ＥＬ素子１３ａの
概念図を示す。有機ＥＬ素子１３ａは、ガラス基板１２
の表面から、第１電極層（陽極）１５、有機ＥＬ層１
６、第２電極層（陰極）１７の順に積層されている。
【００２１】第１電極層１５はＩＴＯ（インジウム錫酸
化物）等の透明導電材料からなり、透明に形成されてい
る。そして、有機ＥＬ層１６は、第１電極層１５から順
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に、ホール輸送層１６ａ、発光層１６ｂ、電子輸送層１
６ｃの３層で構成されている。前記ホール輸送層１６ａ
は、本実施形態では、ＴＰＴＥ（トリフェニルアミンの
４量体）で形成されている。
【００２２】また、発光層１６ｂは、本実施形態ではホ
スト材料をＣＢＰ（4,4'-N,N'-dicarbazole-bipheny
l）、ドーパント剤（発光色素）をイリジウム錯体（Ir
(ppy)3;tris(2-phenylpyridine)iridium）として形成さ
れている。なお、イリジウム錯体（Ir(ppy)3）よりなる
発光色素は緑色発光する色素なので、本実施形態の有機
ＥＬ素子１３ａは緑色発光することになる。また、電子
輸送層１６ｃは本実施形態では、Ａｌｑ３（Tris-(８-h
ydroxyquinoline)aluminum）でそれぞれ形成されてい
る。さらに、また、前記第２電極層１７は、本実施形態
では、Ａｌ（アルミニウム）で形成されている。
【００２３】図１及び図２に示すように、前記封止部材
１４は、ガラス基板からなる封止基板１８と、樹脂製の
封止枠１９とを備えている。封止枠１９は、環状の略四
角形をなしており、封止基板１８の下面１８ａに、取り
付けられている。これにより、封止枠１９の内側の環状
側壁１９ａと、封止基板１８の下面１８ａとによって凹
部２１が形成されている。この凹部２１の内側面として
の表面２１ａの全体には、速乾性の防湿コーティング材
が塗布されることにより、フッ素系樹脂による防湿性の
被膜２２が形成されている。なお、この防湿コーティン
グ材は、本実施形態では、フッ素系樹脂をＨＦＥ（ハイ
ドロフルオロエーテル）の溶剤に溶解させたものであ
る。そして、この防湿コーティング材を塗布する時に
は、防湿コーティング材に酸化バリウムからなる乾燥剤
を含浸させており、被膜２２には、この乾燥剤が分散固
定されている。
【００２４】以上のように構成された封止部材１４は、
前記凹部２１（被膜２２）内に形成された空間２３に前
記有機ＥＬ膜１３が内包されるようにして、前記ガラス
基板１２に対して接着され、有機ＥＬディスプレイ１１
の防湿構造が形成される。なお、前記ガラス基板１２と
封止部材１４とは、被膜２２の防湿コーティング材が乾
燥した後に、乾燥窒素雰囲気中で接着されるようになっ
ている。
【００２５】そして、空間２３が封止されると、前記被
膜２２によって、前記封止基板１８及び前記封止枠１９
を透過して前記空間２３に浸入しようとする水分を遮断
するようになる。また、前記封止基板１８と封止枠１９
の界面からの水分の浸入も遮断するようになる。
【００２６】さらに、前記空間２３内に水分が浸入した
場合には、前記被膜２２に固定されている乾燥剤が水分
を吸収する。そして、以上ようにして、前記空間２３内
の防湿性が向上される。
【００２７】また、前記ガラス基板１２と封止部材１４
とが接着された状態では、封止部材１４の被膜２２は、
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前記有機ＥＬ膜１３に対して接触しないようになってお
り、被膜２２によって、有機ＥＬ素子１３ａの最表面の
第２電極層１７に損傷を与えることがない。
【００２８】上記実施形態によれば、以下のような特徴
を得ることができる。
（１）上記実施形態では、有機ＥＬディスプレイ１１に
おける封止部材１４の凹部２１の表面２１ａに、防湿コ
ーティング材の塗布により形成される、防湿性の被膜２
２を設けるようにした。
【００２９】従って、被膜２２がシールの役割を果た
し、凹部２１の空間２３内に向かって、封止部材１４自
体を透過しようとする水分や、封止部材１４の封止基板
１８と封止枠１９との界面及び、封止部材１４とガラス
基板１２との界面から浸入しようとする水分を遮断する
ことができる。その結果、空間２３内の有機ＥＬ膜１３
の防湿性を高めることができる。
【００３０】（２）上記実施形態では、被膜２２は封止
部材１４に固定されており、有機ＥＬ膜１３に対して直
接触れないようにしたので、有機ＥＬ素子１３ａの第２
電極層１７等を損傷することがない。
【００３１】（３）上記実施形態では、被膜２２は、防
湿コーティング材を塗布することにより形成されるフッ
素系樹脂に酸化バリウムの乾燥剤を分散固定することに
より形成されるようにした。
【００３２】従って、防湿性の被膜２２がシールの役割
を果たすとともに、被膜２２に固定された乾燥剤が、封
止部材１４自体を透過した水分や、封止基板１８と封止
枠１９との界面及び、封止部材１４とガラス基板１２と
の界面から浸入する水分を吸湿することができる。その
結果、空間２３内の有機ＥＬ膜１３の防湿性を高めるこ
とができる。
【００３３】（４）上記実施形態では、乾燥剤を被膜２
２に固定して、乾燥剤が有機ＥＬ膜１３に対して直接触
れないようにした。従って、乾燥剤が有機ＥＬ素子１３
ａの第２電極層１７等を損傷するようなことがない。
【００３４】（５）上記実施形態では、防湿コーティン
グ材の溶剤として、ＨＦＥを使用するようにした。従っ
て、速乾性の溶剤であるＨＦＥを使用することにより、
凹部２１の表面２１ａに防湿コーティング材を塗布して
から乾燥するまでの時間が短縮され、作業効率を向上さ
せることができる。
【００３５】なお、上記実施形態は以下のように変更し
てもよい。
・上記実施形態においては、被膜２２に分散固定する乾
燥剤を、酸化バリウムとしたが、その他の吸湿性を有す
る物質、例えば、酸化カルシウムを使用するようにして
もよい。また、酸化バリウムと酸化カルシウムを併用す
るようにしてもよい。
【００３６】・上記実施形態においては、被膜２２に乾
燥剤を分散固定するようにしたが、乾燥剤を使用しない
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ようにし、被膜２２を、フッ素樹脂のみによって構成さ
れるようにしてもよい。
【００３７】・上記実施形態においては、防湿コーティ
ング材に乾燥剤を含浸させて、凹部２１の表面２１ａに
塗布するようにした。これを、凹部２１の表面２１ａに
予め乾燥剤を分散させてから、防湿コーティング材を表
面２１ａに塗布して、被膜２２に乾燥剤が分散固定され
るようにしてもよい。
【００３８】・上記実施形態においては、防湿コーティ
ング材の溶剤として、ＨＦＥを使用するようにしたが、
封止基板１８に影響を与えないその他の溶剤としてもよ
い。
・上記実施形態においでは、被膜２２をフッ素樹脂によ
り形成するようにしたが、その他の合成樹脂であっても
よい。
【００３９】・上記実施形態では、被膜２２を凹部２１
の表面２１ａにのみ形成するようにしたが、封止部材１
４の外側面、例えば、封止基板１８の上面や、封止枠１
９の外周面等に形成するようにしてもよい。
【００４０】・上記実施形態では、被膜２２を凹部２１
の表面２１ａ全体に形成するようにしたが、一部分に形
成するようにしてもよい。
・上記実施形態では、封止基板１８は、ガラス基板とし
て構成するようにしたが、樹脂フィルムによって構成さ
れるようにしてもよい。
【００４１】・上記実施形態では、発光層１６ｂは、緑
色発光のために、ドーパントにイリジウム錯体を用いた
が、青色、赤色、その他の色を発光する有機ＥＬ素子１
３ａに応用してもよい。
【００４２】次に上記実施形態及び別例から把握できる
技術的思想について、それらの効果とともに以下に追記
する。
（１）  請求項１～４に記載の有機ＥＬディスプレイの
防湿構造において、前記防湿コーティング材の被膜は、
前記封止部材の外側面に形成したことを特徴とする有機
ＥＬディスプレイの防湿構造。
【００４３】従って、この（１）に記載の発明によれ
ば、封止部材を透過しようとしたり、封止部材と透明基
板との界面から浸入したりしようとする水分を、封止部
材の外側面において遮断することができる。
【００４４】（２）  請求項１～４及び、上記（１）に
記載の有機ＥＬディスプレイの防湿構造において、前記
防湿コーティング材の溶剤は、ハイドロフルオロエーテ
ルであることを特徴とする有機ＥＬディスプレイの防湿
構造。
【００４５】従って、この（２）に記載の発明によれ
ば、速乾性の溶剤であるハイドロフルオロエーテルを使
用することにより、封止部材に防湿コーティング材を塗
布してから、乾燥するまでの時間が短縮され、作業効率
を向上させることができる。



(5) 特開２００３－２２３９８６
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【００４６】
【発明の効果】以上、詳述したように、請求項１～４に
記載の発明によれば、有機ＥＬ素子を損傷させることな
く、有機ＥＬ素子の防湿性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本実施形態の有機ＥＬディスプレイの縦断面
図である。
【図２】  同じく、有機ＥＬディスプレイの平断面図で
ある。 *
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*【図３】  同じく、有機ＥＬ素子の概念図である。
【図４】  従来における有機ＥＬディスプレイの縦断面
図である。
【符号の説明】
１１…有機ＥＬディスプレイ、１２…透明基板としての
ガラス基板、１３ａ…有機ＥＬ素子、１４…封止部材、
１８…封止基板、１９ａ…環状側壁、２１ａ…内側面と
しての表面、２２…被膜、２３…空間。

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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